
令和４年８月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

人　口	20,901 人 [752] (＋18 [＋10])
　男	 10,487 人 [318] (＋15 [＋12])
　女	 10,414 人 [434] (＋  3 [－  2])
世帯数	 9,306 戸 [353] (＋18 [＋  4])

まちの動き ７月1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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◆歩行可能な水深の目安は
約 50 センチ。水の流れ
が早い場合は 20 センチ
程度でも危険。危ないと
判断した場合は、無理を
せず、高いところで救助
を待つ。

◆水は低いところへ、もの
すごい勢いで流れ集まる
ので注意する。

　近年、大雨などによる自然災害が全国各地で頻発しています。台風や大雨は、事前に発生状況
や規模を把握することが可能なため、被害を少しでも抑えるために正確な情報を入手し、自身や
家族の安全を守るにはどのような行動をとるべきか考えましょう。

　気象庁の防災気象情報は、平常時から災害発生の危険度が高まるにつれて、各種情報が発表されます。
気象庁から「記録的短時間大雨情報」が発表されるほどの雨が降ると、浸水被害などが発生するおそれ
があります。町の洪水ハザードマップや防災気象情報を活用して早めの避難準備を心がけましょう。

昭和町 洪水
ハザードマップ

気象庁
あなたの町の

防災情報

◆避難行動は浸水前に。

水害 に備える

◆高齢者や身体の不自由な
人などを手助けする。

◆車や自転車で避難しない。
身体の不自由な人を乗せ
て避難する場合は、浸水
前に避難する。

◆側溝や水路、マンホール、
くぼみや溝などの水の中
の危険個所に注意する。

◆２人以上で避難する。
　流されないようロープで

お互いを結ぶ。

◆地域で声をかけ合って
早めに避難する。

◆動きやすい服装で、必要
最小限の荷物で避難する。

◆裸足や、水が入って重
くなり、動きにくくな
る長靴は厳禁。

◆河川や水路などに近づ
かない。

防災気象情報などの標準的な発表の流れを知っておこう

浸水などから避難するときの注意点

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

警戒レベルと避難に関する情報
警戒レベル 状　況 行動を促す情報 住民がとるべき行動

５ 災害発生
または切迫

　緊急安全確保※１

（町が発令）

 命の危険　直ちに安全確保！
●水害：浸水しないような少しでも高い場所へ移動など。
※居室が浸水するおそれがある場合は近隣にマンション
などがあればその上階に避難する。

＜ 警戒レベル４までに必ず避難！＞

４ 災害の
おそれ高い

避難指示
（町が発令）

 危険な場所から全員避難
●水害：浸水しない高い場所へ移動など。
※自宅で安全確保できると自ら判断する場合は垂直移動・
　退避も選択可能。

３ 災害の
おそれあり

高齢者等避難
（町が発令）

 危険な場所から高齢者等は避難
※避難に時間のかかる障がいのある人やその支援者も	
避難する。

２ 気象状況悪化 注意報（大雨・洪水など）
（気象庁）  自らの避難行動を確認する。

１ 今後気象状況悪化
のおそれ

早期注意情報
（気象庁）  災害への心構えを高める。

危険度

※１：緊急安全確保は、市区町村が災害発生をリアルタイムで把握するのは困難なため、発令できない場合もある。

高

低

２階以上へ垂直避難！
　昭和町は釜無工業団地の一部の地域を除き、洪水の水深は最大でも 3 メートル未満で、その地域以外
は家屋の倒壊の危険も低いと想定されています。2 階以上にお住まいの方は 2 階以上へ、1 階建ての場
合は、近所の 2 階建て以上の建物または避難所へ避難しましょう。

問い合わせ　企画財政課 危機管理係（☎２７５－８１５４） 広報昭和 令和４年 8 月号   2



「地震発生時」の行動

家庭で自活するためにも、 
水、食料とも１週間分以上の備蓄をお願いします。

地震発生 ! まずは身の安全を確保する

　大きな地震が発生した際、一瞬の判断が生死を分けることもあります。
いざというとき「あわてず落ち着いて」行動するために、基本的な行動パ
ターンを覚えておきましょう。

　災害は突然発生します。外出先で
交通機関がストップしたり、ライフ
ラインが止まって復旧が遅れたりす
ることもあります。「自分にとって、
わが家にとって」災害時に必要な物
を整理し、いざというときに備えま
しょう。

飲料水
１日３リットル×７日

＝21リットル

ボンベ１本で、
1.5リットルの
お湯が約10回
つくれます。

　災害の危険が迫って自宅から
避難する際に緊急的に持ち出す
非常持出品。避難所で 1 〜 2 泊
できるくらいの水・食料などを
準備しましょう。非常持出袋な
ど に ま と め、
すぐに持ち出
せる場所に用
意しておきま
しょう。

　大規模災害発生時は、道路の損
壊などで救援物資が届くのに時間
がかかります。東日本大震災の教
訓を踏まえると、水や食料などの
備蓄品は、できれば 1 週間分以上
は備蓄しておきましょう。

最低限備える 2 〜 3 日分備える 1 週間分以上備える

地震 に備える

「災害時の必需品」
を検討する

「非常持出品」
を手近に備える

数日間は 「備蓄品」
で乗り切る

！

～ 当日の動き ～
－午前8時30分－

－午前8時40分－

町の防災無線から
「緊急地震速報」を放送

昭和町総合防災訓練
について

今年は
8月28日 日  です

　いざという時のために、
避難経路の確認や安否伝達
など確認しておきましょう。

●各家庭
非常持ち出し品や備蓄品、
家具の固定など災害への
備えの確認

●各地区
区役員による情報伝達訓
練や防災資機材、備蓄品
の点検等の実施

●消防団
区内巡回を実施

災害時における
要配慮者について

　災害時には、障がい者、高齢者、
妊産婦、乳幼児、外国人、けがを
して避難が困難な人など避難誘導
や避難生活などで支援が必要な人
がいます。自主防災会が中心とな
り、支援を必要とする人を日頃か
ら見守るなど、地域での「要配慮
者支援」の取組が広がっています。

知っていますか？
福祉避難所

　町が開設した避難所などでの避
難生活が難しい高齢者や、障がい
のある人のため町が開設する避難
所です。

いつ開設されるの？
発災後すぐに開設されるわけで
はありません。
どんな人が対象なの？
受入れ対象者は、避難者の身体
状況や介護などの状況を考慮し
た上で町が決定します。

Q
　A

Q
　A

「地震直後」の行動

非常持出品・備蓄品を準備しよう

●緊急地震速報や、大きな揺れがあったときは、まずは身の安全を最優先に行動する。
●丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」

空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。
●高層階では、揺れが数分間続くことがある。
●大きくゆっくりとした揺れで、家具類の転倒や落下、
　また大きく移動する危険がある。

火元の確認と初期消火 あわてた行動はケガのもと

出口を確保する 危険箇所に近寄らない

●火を使っているとき
は、揺れがおさまって
から、あわてずに火の
始末をする。

●出火しているときは消
火する。ただし無理は
せ ず、119 番 通 報 や
周囲に助けを求める。

●屋内では、転倒や
落 下 し た 家 具 類、
割れたガラスの破
片などに注意する。

●瓦、窓ガラス、看
板などが落ちてく
る危険があるので
外に飛び出さない。

●揺れがおさまったの
を確認してから、ド
アや窓を開けて、 必
要に応じて避難がで
きるように出口を確
保する。

●屋外で大きな揺れを
感じたら、倒壊のお
それのあるブロック
塀、電柱、看板、自
動販売機、橋などに
は近寄らない。

食料
３食×７日=21食

カセットコンロ・カセットボンベ
あたたかい食事を調理するため備蓄
しておくとよいでしょう。

１週間分の目安（１人分）
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～ 　皆さまのご意見をお聞かせください 　～

※当日は、検討会会場にて検温を実施いたします。ご理解とご協力のほど
よろしくお願いします。

　今月の広報と共に、「公共施設の再編に関する意見書提出のお願い」を配布して
おります。公共施設のあり方について、多くの町民の皆さまのご意見を参考に方針
を定めて参りたいと考えていますので、ご協力いただきますようお願いいたします。

【意見書の回答期限　２０２２年８月２５日（木）】

令和４年８月18日（木）、19日（金）、21日（日）
午後７時から
昭和町地域交流センター（押原中学校横）
上履き　※マスクを着用してお越しください。

総務課　法制係（☎２７５－８１５３）　（FAX２７５－２１０９）
昭和町ホームページ　https://www.town.showa.yamanashi.jp/

申し込み・問い合わせ

※申し込み及び意見書は、町のHPから提出することも可能です。下記のQRコードから
　アクセスしてください。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、町のHP及びFAX、
窓口提出（総務課）、電話のいずれかにて事前にお申し込みをお願
いします。参加申込書は総務課窓口に備え付けの用紙か町のHPか
ら印刷したものをご使用ください。

の多くの公共施設では、老朽化の進行が顕著であり、再整備や長寿命化改修などの対
策を講じることは避けられない状況にあります。しかし、それには多くの費用が必要

となることから、町の財政に大きな影響を及ぼすことが懸念されています。
　そのため、町では健全な財政運営を維持しつつ、利用される皆さまの満足度・利便性・安
全性の向上を図るため「昭和町の公共施設の再編の方向性について（案）」を作成しました。
この案をもとに、公共施設を取り巻く現状や課題、望ましい公共施設のあり方などの理解を
深めていただき、今後の町の公共施設の再編に関して、町民の皆さまから直接ご意見を伺い、
方針を定めて参りたく、公共施設のあり方検討会を次のとおり開催します。

町

日 時

申し込み

持 ち 物

場 所

意見書の
提出について

　の
開催及びご意見の募集について
公共施設のあり方検討会公共施設のあり方検討会

意
見
書
の
提
出
は

こ
ち
ら
か
ら 

◀
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【問い合わせ】町民窓口課　町民係（☎２３４- ５１４４）

マイナンバーカードマイナンバーカード
出張申請受付について出張申請受付について

　昭和町では、役場まで申請に行くことが困難な方、申請方法が分から
ない方などを対象に、マイナンバーカードの申請受付を各地区の公会堂
において次の日程で実施します。
　町の職員が、申請のサポート（顔写真の撮影・申請書の受付）を行い、申請時に本人確認等の
必要な条件を満たせば、完成したマイナンバーカードを本人限定受取郵便によりご自宅へお
送りします。この機会に、ぜひお申し込みください。

会　場 日　程 時間／定員
西条一区公会堂 ８月１７日（水）

各日
午後２時～４時30分

先着15名
※要予約

西条二区第一公会堂 ８月１９日（金）
清水新居地区公民館 ８月２６日（金）
西条新田区公会堂 ９月　１日（木）
押越区第一公会堂 ８月２５日（木）
河東中島区公会堂 ９月　２日（金）
紙漉阿原区公会堂 ９月　８日（木）
築地新居区公会堂 ９月１６日（金）
飯喰区公会堂 ９月２１日（水）
河西区公会堂 ９月　９日（金）
上河東区公会堂 ９月２９日（木）
上河東二区集会所 ９月２２日（木）

● 本人確認書類
・本 人 限 定 受 取 郵 便 　　【Ａ】１点 ＋ 【Ｂ】１点（例：運転免許証 ＋ 健康保険証）
・役場窓口での受け取り　　【Ａ】１点 または 【Ｂ】２点

● 通知カード（受付時に回収します。なお、紛失している場合は「紛失届」を記入していただきます。）

● 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ、受付時に回収します。）

必要な持ち物

【Ａ】運転免許証、パスポート、在留カードなど顔写真付きの身分証明書（官公庁発行のもの）
【Ｂ】健康保険証、氏名・生年月日が印字された診察券、子育て受給者証（ピンク色のもの）、年金手帳、学生証など

※なお、平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時までの間、昭和町役場１階 町民窓口課［4 番窓口］にて
　継続して申請サポートを行っております。平日の時間内に役場へお越しの方は、予約不要です。

おうちの近くで
申請できて便利！

申請を希望される方は、８月12日（金） までに上記問い合わせ先までご予約ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、完全予約制とさせていただきます。
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ご
協
力
く
だ
さ
い
！　

 

10
月
1
日
現
在
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

就
業
構
造
基
本
調
査
Q
&
A

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課

（
☎
2
7
5-

8
1
5
4
）

　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
は
、
国
が

統
計
法
に
基
づ
き
5
年
ご
と
（
昭
和

57
年
ま
で
は
概お

お
む

ね
3
年
ご
と
）
に
実

施
す
る
統
計
調
査
で
、
今
回
で
18
回

目
の
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
普
段
仕
事
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
や
就
業
に
関
す
る
希
望

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
は

雇
用
政
策
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
な
ど

の
基
礎
資
料
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

◆
手
軽
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
使
っ
て
、
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
簡
単
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

回
答
い
た
だ
い

た
情
報
は
厳
重
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

全
国
で
約
54
万
世
帯
を
抽
出
し
て
、
そ
の

世
帯
の
15
歳
以
上
の
世
帯
員
約
1
0
8
万

人
が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
町
内
に
15
の
調
査
区
（
約

1
0
0
世
帯
を
1
調
査
区
と
し
ま
す
）
を

設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
区
か
ら
抽
出

さ
れ
た
各
15
世
帯
、
合
計
2
2
5
世
帯
を

調
査
対
象
と
し
ま
す
。

　

実
際
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
と
な
る

15
世
帯
だ
け
で
な
く
、
調
査
区
内
の
世
帯

を
把
握
す
る
た
め
、
調
査
区
の
全
て
の
世

帯
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
調
査
員
が

訪
問
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

調
査
は
、
山
梨
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
「
調
査

員
」
が
、
直
接
ご
自
宅

を
訪
問
し
て
行
い
ま

す
。
調
査
員
は
、「
調

査
員
証
」
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。

1
準
備
調
査
（
9
月
上
旬
頃
か
ら
9
月
中
旬
頃
ま
で
）

　

調
査
員
が
、
調
査
区
内
の
全
て
の

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
お
知
ら
せ

を
行
い
ま
す
。
世
帯
主
名
な
ど
を
確

認
し
、
抽
出
調
査
の
基
と
な
る
世
帯

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

▶
2
調
査
対
象
世
帯
の
抽
出
と
通
知
（
9
月
中
旬
頃
）

　

1
つ
の
調
査
区
ご
と
に
15
世
帯
ず
つ
を
調
査
対
象

と
し
て
抽
出
し
ま
す
。
調
査
対
象
の
世
帯
へ
は
、
町

か
ら
調
査
依
頼
の
は
が
き
を
発
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

▶
3
実
地
調
査
（
9
月
下
旬
頃
）

　

調
査
対
象
の
世
帯
へ
、
調
査
員
が
調
査
票
を
配
付

し
ま
す
。
世
帯
の
15
歳
以
上
の
方
が
調
査
対
象
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

▶
4
回
答
す
る
（
10
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
頃
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
（
9
月
23
日
か
ら
回
答

可
能
）
す
る
か
、
紙
の
調
査
票
を
郵
送
又
は
調
査
員

に
提
出
す
る
か
を
選
択
い
た
だ
け
ま
す
。

調
査
の
対
象

調
査
の
流
れ

調
査
の
方
法

ＱＱ
な
ん
で
う
ち
が
調
査
対
象
に
な
っ
た
の
？

Ａ
今
回
の
調
査
は
、
全
国
全
て
の
世
帯
か
ら
、
一

部
の
世
帯
を
抽
出
し
て
行
う
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
は
、
意
図
的
に
選

ば
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
抽
出
方
法
に

よ
り
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対

象
と
な
っ
た
方
に
は
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＱＱ
個
人
情
報
だ
か
ら
回
答
し
た
く
な
い
！

Ａ
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
個
人
を
特
定
で
き

な
い
形
で
の
み
利
用
さ
れ
る
た
め
、
個
人
情
報

保
護
法
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
情
報
は
統
計
以
外
で
の
使

用
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
調
査
員
等
に
は
守
秘

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

ＱＱ
忙
し
く
て
調
査
票
を
書
け
な
い
！

Ａ
正
確
な
調
査
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
記
入
の
仕
方
等
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和４年
◆
就
業
構
造
基
本
調
査
と
は
？
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児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
）を

　
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
現
況
届
は
、引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
大
切
な
も

の
で
す
。必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、該
当
者
で
手
当
を
受
け
て
い
な
い

方
、通
知
は
な
い
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

結
婚（
事
実
婚
を
含
む
）な
ど
に
よ
り
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
方
は
、資
格
喪
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
8
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
7
時
15
分

受
付
場
所　
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー

※
受
付
期
間
中
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

8
月
31
日（
水
）ま
で
に
、役
場　
子
育
て

支
援
課
に
て
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
ま
で
）

持 

ち 

物	

　
○
現
況
届
書
類
一
式

　
○
手
当
証
書

　
○
印
鑑

　
○
令
和
４
年
度
所
得
課
税
証
明
書［ 

所
得

額
・
扶
養
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の 

］

（
令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
昭
和
町

へ
転
入
し
た
方
の
み
必
要
）※
転
入
前

の
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

　
○
そ
の
他
必
要
な
書
類
等

問
い
合
わ
せ

　
　
　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　
（
☎
2
６
7
‐
５
２
５
５
）

″ 
8
月
は
現
況
届
の
提
出
月 ″

で
す

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受

給
資
格
者
証
」は
、有
効
期
限
が
令
和
4
年
8
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
た
め
に
は
、更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
8
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
7
時
15
分

受
付
場
所　
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー

持 

ち 

物　
○
更
新
書
類
一
式

　
　
　
　
　
○
保
険
証
の
写
し（
全
員
分
）

　
　
　
　
　
○
印
鑑

　
　
　
　
　
○
令
和
４
年
度
所
得
課
税
証
明
書［
所
得
額
・
扶
養
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
］（
令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
昭
和
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
の
み
必
要
）

　
　
　
　
　
　
※
転
入
前
の
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
2
６
7
‐
５
２
５
５
）
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低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
が
国
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

①
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
で
あ
っ
て
、令
和
4
年
度
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

②
対
象
者
①
の
ほ
か
、対
象
児
童
の
養
育
者
で
あ
っ

て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
令
和
4
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
あ
る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方（
家
計
急
変
）

◆
給
付
金
の
対
象
児
童

・
平
成
16
年
4
月
2
日（
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象
で
あ
る
障
が
い
児
の
場
合
、平
成
14
年
4
月

2
日
）
～
令
和
5
年
2
月
28
日
ま
で
に
出
生
し
た
者

◆
給
付
額

児
童
１
人
当
た
り
一
律
5
万
円

◆
支
給
手
続
き

①
の
方
…
令
和
4
年
7
月
8
日
に
児
童
手
当
等
の
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

②
の
方
…
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。家
計

急
変
の
方
は
収
入
が
分
か
る
も
の（
給
与
明
細
等
）

と
世
帯
全
員
の
住
民
票（
住
民
票
謄
本
）が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
申
請
書
と
必
要
書
類
を
昭
和
町
役
場
子
育
て

支
援
課
に
直
接
、ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
令
和
5
年
２
月
28
日（
火
）ま
で
［
役
場
必
着
］

◆
そ
の
他

・
本
給
付
金
は
、ひ
と
り
親
世
帯
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
が
、す
で
に「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
併
給
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
令
和
4
年
度
の
住
民
税
の
申
告
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、未
申
告
と
な
り
支
給
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、申
告
を
行
っ
て
か
ら
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
1
2
0-

4
0
0-

9
0
3
）

【
平
日
】
午
前
9
時
～
午
後
６
時

　
昭
和
町
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

（
☎
2
6
7-

5
2
5
5
）

【
平
日
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支

援
を
行
う
た
め
、子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

左
記
、①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、令
和
４
年
4
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方

②
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、公
的
年
金
等（
遺
族
年

金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
、労
災
年
金
、遺
族
補

償
な
ど
）を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、令
和

４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額

停
止
さ
れ
る
方（
※
児
童
扶
養
手
当
に
係
る
支
給

制
限
限
度
額
を
下
回
る
方
に
限
り
ま
す
。）

③
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な

ど
、収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

◆
給
付
額

児
童
１
人
当
た
り
一
律
5
万
円

◆
支
給
手
続
き
 

①
の
方
…
申
請
不
要
で
す
。

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、６
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
を

発
送
い
た
し
ま
し
た
。

②
ま
た
は
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
…
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
と
必
要
書
類
を
昭
和
町
役
場
子
育
て
支
援

課
に
直
接
、ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
様
式
な
ど
は
、子
育
て
支
援
課
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
町
H
P
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

◆
申
請
期
限

　
令
和
5
年
２
月
28
日（
火
）ま
で
［
役
場
必
着
］

◆
支
給
方
法

①
に
該
当
す
る
方
…
令
和
4
年
6
月
30
日（
木
）

に
、児
童
扶
養
手
当
の
指
定
口
座
に
振
込
み

ま
し
た
。

☆
そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、申
請
後
の
審

査
の
の
ち
順
次
指
定
し
た
口
座
に
振
込
み
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
1
2
0-

4
0
0-

9
0
3
）

【
平
日
】
午
前
9
時
～
午
後
６
時

　
昭
和
町
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

（
☎
2
6
7-

5
2
5
5
）

【
平
日
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：８月17日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(北)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：８月10日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：８月12日（金）・26日（金）
　　　　午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：８月22日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

　昭和町の入札参加資格審査は、山梨県市町村総合事務組合（以下「組合」という。）にお
いて共同処理していますが、次により、令和5・6年度分の資格審査を行いますので、資
格の取得を希望される場合は、電子申請受付期間内に必ず申請し、申請書類提出期間に
必ず関係書類を提出（郵送等）してください。申請を行わず資格を取得できなかった場
合は、1年後に予定する令和5年度分の資格審査（中間審査）まで資格を取得すること
ができません。ご理解いただきますようお願いいたします。

実 施 内 容 公 開：令和４年9月1日(木)　※組合ホームページに掲載します。
申 請 期 間：令和４年10月３日（月）～ 10月28日(金)
申請書類提出期間：令和４年10月31日（月）～ 11月16日（水）
　　　　　　　　※申請及び申請書類提出の期間が異なりますのでご留意ください。
　　　　　　　　※期間外は、申請及び申請書類提出を受け付けることができません。
審 査 対 象 職 種：【建設工事】【測量・建設コンサルタント等業務】【物品製造・役務提供等】

　また、事前準備として、下記により、定期審査にかかる事業者説明会を開催する予定
です。開催案内(詳細)は、7月下旬に組合ホームページに掲載しますので、参加を希望
される場合は、やまなしくらしねっと電子申請サービスからお申し込みください。

開 催 日：令和４年9月15日(木)・16日(金)・20日（火）
開催回数：6回（各日2回：午前の部・午後の部）
定 員：各回80人　※定員になり次第受付終了となります。
会 場：山梨県自治会館1階講堂（甲府市蓬沢1-15-35）
資 料：令和4年9月1日(木)に組合ホームページに掲載しますので、参加者それぞ

れが印刷して持参してください。
そ の 他：申し込み状況により、参加日を調整させていただきます。ご理解いただきま

すようお願いします。

組合ホームページ　https://www.ysc-yamanashi.or.jp/
※インターネット環境をお持ちでない方は、組合までお問い合わせください。

問い合わせ　山梨県市町村総合事務組合　業務課
甲府市蓬沢1-15-35 山梨県自治会館2Ｆ （☎︎268-3446）

令和４年度
入札参加資格中間審査（令和5・6年度分）の実施について

　６月の定例議会において、固定資産評価
審査委員に、西条一区の長田 茂 氏が再任さ
れました。任期は、令和４年７月１日から
令和７年６月30日までの３年間となります。
　固定資産評価審査委員会は、中立公平な
立場で、固定資産税の価格に関する不服に
対して審査決定を行います。

固定資産評価審査委員会委員を選任
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３年ぶり 笑顔のプール！
　コロナ禍により中止されていたプールの授業が、６月
から町内の小中学校で始まりました。なかでも押原小学
校では、公共施設の老朽化に伴う施設再編の関係により、
総合スポーツクラブ ブルーアース（清水新居）での実施
となりました。学校の先生方とクラブの指導者の皆さん
が協力して指導にあたりました。はじめて水泳の授業を
経験する子どもたちが多かった今年。みんな笑顔いっぱ
いに、全身でプールを楽しんでいました。

昭和町消防団 訓練成果を披露
　７月 17 日（日）、３年ぶりとなる甲府地区支部の消防
団員総合訓練大会が山梨県消防学校で開催され、各消防
団がお互いの技術を披露しあいました。指揮者の号令で
規律ある行進をする「訓練礼式」をはじめ、火災現場で
の消火を想定した「ポンプ車操法」、「小型ポンプ操法」
を行いました。日ごろの訓練の成果が十分に発揮された
節度ある見事な操法を披露しました。
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◦おはなし会　※定員予約制

　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日 時　8月6日（土）　午前11時～
対 象　幼児〜小学生（低学年）
定 員　２組
場 所　図書館・幼児コーナー

◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聴きながら、館内で 
癒やしのひとときをお楽しみください。
日 時　8月6日（土）　午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸 氏

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.147

 

『５さいからはじめる
しょうぎ』

『にじゅうおくこうねんの　
　こどく』『黄色い夏の日』

杉本 昌隆 八段/監修
日東書院

谷川 俊太郎/詩
塚本 やすし/絵

小学館

高楼 方子/著
木村 彩子/画
福音館書店

　藤井聡太さんの活躍により将
棋が注目されるようになり、子
どもが将棋を覚える年齢も下
がってきています。本書は、駒
の名前以外はすべてひらがなで、
符号を使わずにやさしく説明し
ています。

「万有引力とは
ひき合う孤独の力である」

　詩壇の巨匠、谷川俊太郎さんが
10 代の終わりに詠んだ不朽の名詩
が、初めて絵本になりました。

　７月半ばの日曜日の午後、中学
生になった景介は入部した美術部
で「建物を描く」という課題が出
され、黄色い小花が木立の間にみ
える三角の尖屋根をのせた古めか
しい洋館を訪ねます。そこで景介
は“ゆりあ”という不思議な少女
に出会い、心惹かれていきます。

◦8月の休館日
 1日（月）、8日（月）、
11日（木・祝日）、
15日（月）、22日（月）、
29日（月）、
31日（水・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

◦0,1,2歳児のおはなし会　※定員予約制

　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。

日 時　8月18日（木）　午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　２組
場 所　図書館・幼児コーナー

◦夏のおはなし会　※定員予約制

　絵本の読み聞かせや本の紹介、手遊びうたで遊ぼう！
工作のプレゼントもあるよ。
日 時　8月20日（土）　午後2時〜（１時間程度）
対 象　幼児〜小学生　　　定 員　10名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　8月3日（水）　午前10時～

※事前に申し込みが必要です。電話か図書館カウンターにて承ります。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止になる場合があります。
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新
聞
報
道
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

本
校
で
は
、
町
の
委
託
事
業
と
し
て

３
年
ぶ
り
の
水
泳
授
業
を
民
間
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
正
門
に
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
が

迎
え
に
来
て
、
学
年
単
位
で
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
見
学
者
は
ガ
ラ
ス

越
し
に
授
業
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
校
教
諭
と
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
が
協
力
し
、
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
以
下
の
児
童
に
と
っ
て
は

小
学
校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
水
泳

授
業
で
す
。
期
待
と
不
安
で
ド
キ
ド

キ
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
児
童
も
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
専
門
の
指
導
者
で

あ
る
ク
ラ
ブ
の
方
の
指
導
も
受
け
、

楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

水
泳
授
業
は

一
学
期
だ
け
の

短
い
期
間
で
す

が
、
充
実
し
た

学
習
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

６
月
９
日
、
今
年
度
第
一
回
目
の

学
校
運
営
協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
太
田
教
育
長
よ
り

各
委
員
に
任
命
書
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
学
校
経

営
及
び
今
年
度
の
活
動
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
取
り
組
む
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

取
り
組
む

課
題
に
つ

い
て
は
、

昭
和
町
を

担
う
人
材

の
育
成
の

た
め
に
ど

の
よ
う
な

課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
良
い
の
か
、

各
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.279　 令和 4 年 8 月号

　
押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

　
第一回
学
校
運
営
協
議
会
で

　

本
年
度
の
概
要
等
を
協
議

友
情
を
深

め
る
こ
と

の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て

二
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
を
実

施
し
、山
梨
の
「
自
然
」「
文
化
」「
地

場
産
業
」「
武
田
家
の
歴
史
」「
伝
統

産
業
」
な
ど
、
事
前
に
学
習
し
た
こ

と
を
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

実
際
に
見
聞
き
す
る
こ
と
で
山
梨
の

再
発
見
を
経
験
し
ま
し
た
。
二
日
目

は
、
農
業
・
林
業
・
食
品
加
工
な
ど

を
体
験
し
、
野
菜
を
植
え
た
り
、
森

林
の
保
全
の
た
め
に
下
草
刈
り
を

行
っ
た
り
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
す
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
学

年
も
そ
れ

ぞ
れ
事
前

学
習
を
行

い
、
素
晴

ら
し
い
宿

泊
体
験
と

な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
学
校

行
事
に
も
様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
し

た
が
、今
年
度
は
「
修
学
旅
行
」「
校

外
学
習
」「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
と
、

す
べ
て
の
宿
泊
行
事
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
「
修
学
旅
行
」
で
は
、

広
島
で
原
爆
体
験
講
話
を
聞
き
、
平

和
に
ま
つ
わ
る
合
唱
曲
を
歌
い
、
世

界
平
和
を
深
く
考
え
る
貴
重
な
経
験

を
し
ま
し

た
。
二
日

目
、
三
日

目
は
、
京

都
・
奈
良

で
日
本
文

化
の
奥
の

深
さ
に
触

れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
初
め
て
の
宿
泊
学

習
で
新
し
い
仲
間
と
の
絆
を
深
め

る
宿
泊
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
一

日
目
は
入
笠
山
の
登
山
、
二
日
目

は
、
滝
沢
牧
場
で
の
体
験
活
動
を

通
し
て
、
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、

　

大
成
功
だ
っ
た
宿
泊
行
事

　

民
間
プ
ー
ル
で
水
泳
授
業
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◎
５
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
６
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
5
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
学
校
運
営
協
議
会（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）に
つい
て

•
土
曜
学
習
塾「
ほ
た
る
學
舎
」に
つ

い
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
に
つ

い
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
学
校
行
事
に
つい
て

•
押
原
小
学
校
プ
ー
ル
授
業
外
部
委
託

に
つい
て

•
教
員
の
働
き
方
改
革
と
多
忙
化
解

消
に
つい
て

•
合
同
学
校
事
務
室
の
設
置
に
つい
て

•
学
校
行
事
に
お
け
る
旅
行
業
者
に

つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
６
月
定
例
議
会
に
つ
い
て

•
事
業
報
告
と
今
後
の
行
事
予
定

に
つ
い
て 

他

議
事

•
昭
和
町
家
庭
学
習
用
モ
バ
イ
ル

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
貸
出
し

要
綱
に
つ
い
て

が
付
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
強
い
思

い
の
表
れ
で
す
。

　

第
一
回
の
児
童
総
会
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
ま
し
た
。
三
年
生
以
上
の
児
童

が
一
堂
に
会
し
て
の
総
会
は
ま
だ
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
議
長
・
提
案
者
・
発
言
者
が

教
室
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
し

出
さ
れ
る
と
、
と
て
も
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。
議
論

も
活
発
に
行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
児

童
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、代
表
委
員
会
が
行
わ
れ
、

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
６

月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
、「
ス
マ
イ

ル
ス
タ
ー
」の
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

「
相
手
の
目
を
見
て
、
大
き
な
声
で
、

明
る
い
あ
い

さ
つ
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
あ

い
さ
つ
の
星

が
輝
く
西
条

小
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

四
年
生
が
、
平
瀬
浄
水
場
と
荒
川

ダ
ム
に
校
外
学
習
に
行
き
ま
し
た
。

　

平
瀬
浄
水
場
で
は
、
水
を
き
れ
い

に
す
る
仕
組
み
を
学
習
し
ま
し
た
。

着
水
井
や
フ
ロ
ッ
ク
形
成
地
な
ど
、

社
会
科
で
学
習
し
た
施
設
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浄
水
場

で
働
く
人
た
ち
の
情
熱
や
苦
労
を
知

り
、
普
段
口
に
し
て

い
る
水
の
あ
り
が
た

さ
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

荒
川
ダ
ム
で
は
、

自
然
の
中
に
あ
る
大
き
な
ダ
ム
を
見

て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
し

た
。
ダ
ム
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
、

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
「
監
査
廊
」
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
階
段
か
ら
ダ
ム

の
底
（
深
さ
88
メ
ー
ト
ル
）
を
見
て
、

あ
ら
た
め
て
ダ
ム
の
大
き
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。 

　

校
外
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
を
社
会
科
の

学
習
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
年
生
が
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ネ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
と
の
上
手
な
使
い
方
講
座
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
親
子
で
法
務
教

官 

跡
部 

氏
の
お
話
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
出
題
が
あ
り
ま
し
た
。

『
次
の
四
つ
の
う
ち
犯
罪
に
な
る

　
　

可
能
性
が
あ
る
の
は
ど
れ
？
』

①
自
撮
り
動
画
を
投
稿
す
る
。

②
先
生
や
友
達
の
顔
を
無
断
で
Ｓ
Ｎ

　

Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
達
や
先
生
の
悪
口
を

　

や
り
と
り
す
る
。

④
人
気
漫
画
の
最
新
話
を
写
真
に

　

撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
。

　

正
解
は
、「
①
②
③
④
」
全
て
で
す
。

こ
の
他
に
も
、「
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
ハ

マ
り
、
課
金
の
問
題
を
生
ま
な
い
た

め
に
」
や
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
言
葉
の
や
り

と
り
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
」
と
い
っ
た
大
切
な
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
今
、

親
子
で
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
ば
か

り
な
講
座
で
し
た
。

　

常
永
小
Ｈ
Ｐ
随
時
更
新
中
！

　

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

今
年
度
の
西
条
小
の
児
童
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、『
ほ
た
る
っ
こ
　
心

を
つ
な
ぐ
　
笑
顔
の
輪
』
で
す
。

　

設
定
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
い

な
が
ら
、
他
学
年
と
の
交
流
を
で
き

る
だ
け
増
や
し
、
活
動
を
通
し
て
笑

顔
の
輪
で
友
達
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
全
校
の
仲
が
良
く
、
み
ん
な
が

笑
顔
の
西
条
小
に
し
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
こ
の
２
年
間
余
り
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
児
童
が
強
く
感
じ

て
い
る
の
は
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り

だ
と
思
い
ま
す
。
３
つ
の
重
点
目
標

と
し
て
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」「
ほ
た

る
っ
こ
の
輪
」「
ル
ー
ル
の
輪
」
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
全
て
に
「
輪
」

　
四
年
生　
‐
社
会
科
学
習
‐
　
五
年
生　
‐
親
子
学
習
会
‐

　
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　
　
大
切
に
し
て

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

教
育
委
員
会
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※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は、22日（月）です。当日の午前6時30分～ 8時30分の間に昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう！

ハ
チ
の
巣
に
は
、ご
注
意
を
！

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ
の
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
他
の
虫
と
同
じ
よ
う
に
触
る
と
、

皮
膚
が
腫
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
命
の
危
険
に

か
か
わ
る
状
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ハ
チ
は
不
用
意
に
驚
か
せ
る
と
攻
撃
し
て
く
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す

が
、
益
虫
と
し
て
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
は
駆
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

で
な
い
場
合
に
は
そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
チ
は
軒
下
や
樹
木
等
の
雨
風
を
し
の
げ
る
場
所
に
巣
を
作
り
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
時
に
は
、
不
用
意
に
近
寄
っ
た
り
、
棒
で
つ
つ
く

等
の
い
た
ず
ら
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
の
敷
地
内
等
、私
有
地
に
巣
が
で
き
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
町
で
は
駆
除
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
自
身
で
駆
除
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
専
門
業
者
に
駆

除
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
ズ
メ
バ
チ
に
つ
い
て

は
ご
自
身
で
駆
除
を
行
う
と
危
険
性
が
高
い
た
め
、
専

門
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

駆
除
依
頼
に
つ
い
て
は
左
記
の
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
梨
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

　
　
「
害
虫
１
１
０
番
」（
☎
２
２
７

－

８
８
１
６
）

　

ハ
チ
は
夜
間
に
活
動
を
や
め
、
巣
に
戻
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
に
殺
虫

剤
を
か
け
て
全
滅
さ
せ
ま
す
。
日
中
に
巣
の
位
置
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
服
装
は
直
接
肌
が
露
出
し
な
い
も
の
を
選
び
、
黒
い
物
に
寄
っ
て

い
く
習
性
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
白
系
の
服
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

懐
中
電
灯
な
ど
で
照
ら
す
と
光
に
向
か
っ
て
く
る
の
で
使
用
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
殺
虫
剤
を
か
け
た
翌
日
、
ハ
チ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
巣
を
落
と
し
ま
す
。ま
だ
生
き
て
い
る
ハ
チ
が
い
る
場
合
に
は
、

最
初
の
手
順
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
チ
は
死
ん
だ
よ
う
に
見
え

て
も
反
射
で
刺
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
処
理
す
る
と
き
に
も
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
で
駆
除
を
行
う
場
合
に
は
、
環
境
経
済

課
で
防
護
服
を
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
環
境
経
済
課
の
窓
口

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
※
防
護
服
は
一
着
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

他
の
方
に
貸
し
出
し
て
い
る
場
合
、
当
日
に
お
貸
し
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

主
た
る
事
業
所
が
町
内
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
（
従
業
員
数
5
人
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

町
内
で
事
業
を
今
後
、
1
年
以
上
継
続
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

令
和
4
年
度
「
昭
和
町
"
3
活
"
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の
利
用
可
能

店
舗
と
し
て
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

令
和
4
年
度
「
昭
和
町
"
3
活
"
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の
実
施
期
間

中
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
こ
と
。

納
期
が
到
来
し
た
町
税
等
に
つ
い
て
、
滞
納
が
な
い
者
又
は
納
税
誓
約
し
、

誓
約
通
り
分
割
納
付
し
て
い
る
こ
と
。

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
3
年
法
律
第
77
号
）
第
2
条
第
6
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。）

若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

※
た
だ
し
、
大
型
商
業
施
設
内
の
テ
ナ
ン
ト
及
び
全
国
展
開
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　
ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
等
の
店
舗
は
除
き
ま
す
。

商
品
券
1
枚
で
利
用
で
き
る
税
込
5
0
0
円
、
1
0
0
0
円
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の
開
発

商
品
券
1
枚
で
購
入
で
き
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
導
入
や
広
報
活
動

販
売
代
金
の
割
引
又
は
独
自
ク
ー
ポ
ン
券
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
の
発
行

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
・
サ
ン
プ
ル
品
等
の
作
成

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
へ
の
出
店
や
ア
プ
リ
の
利
用

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

S
N
S
で
の
情
報
発
信
お
よ
び
独
自
の
チ
ラ
シ
や
の
ぼ
り
旗
等
の
作
成

そ
の
他
、
商
品
券
の
利
用
を
促
す
事
業
や
集
客
の
た
め
の

事
業
等
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

※
な
お
、
町
外
の
事
業
所
で
行
っ
た
事
業
は
給
付
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
律
10
万
円

令
和
4
年
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
や
手
続
き
等
の
詳
細
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.171

～
昭
和
町
販
売
促
進
給
付
金
の
ご
案
内
～

　
昭
和
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
町
内
の
小
規
模
事
業
者
が
行
う
、
効
果
的
な
集
客
や
販
売
促
進

な
ど
の
経
済
活
動
回
復
に
対
す
る
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
販
売
促

進
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

◆
給
付
対
象
と
な
る
事
業
内
容
（
参
考
例
）

◆
給
付
額

◆
申
請
期
限
お
よ
び
方
法

①②③④⑤⑥①②③④⑤⑥⑦⑧

ハ
チ
に
つ
い
て

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

巣
の
駆
除
に
つ
い
て

ハ
チ
の
駆
除
専
門
業
者

駆
除
の
方
法
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国民健康保険
加入世帯 2,452世帯
被保険者 3,875人

令和４年6月末現在

　医療費が高額になったときに、皆さんの家計の負担が大きくならないよ
う、所得などに応じて自己負担額の限度額を定め、それを超えた分は国保
から支給しています。（高額療養費制度）自己負担額は別表のとおりです。

所得区分※ ３回目まで 4回目以降☆ 認定証の申請

所得901万円超 252,600円+
(医療費－842,000円)×1％ 140,100円 必要

所得600万円超
901万円以下

167,400円+
(医療費－558,000円)×1％ 93,000円 必要

所得210万円超    
600万円以下

80,100円+
(医療費－267,000円)×1％ 44,400円 必要

所得210万円以下
(住民税非課税世帯除く） 57,600円 44,400円 必要

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 必要

所得区分 外来（個人単位) A 外来+入院(世帯単位) B 認定書の申請
課税所得

690万円以上
252,600円+(医療費－842,000円)×1％

4回目以降：140,100円※２ 不要

課税所得
380万円以上

167,400円+(医療費－558,000円)×1％
4回目以降：93,000円※２ 必要

課税所得
145万円以上

80,100円+(医療費－267,000円)×1％
4回目以降：44,400円※２ 必要

一般
課税所得145万円未満等

18,000円
年間上限144,000円

57,600円
4回目以降：44,400円※1 不要

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円 必要
低所得Ⅰ 8,000円 15,000円 必要

　高額療養費に該当する場合は国保担当から通知いたしま
す。支給をうけるためには申請が必要となりますので、窓
口で申請を行ってください。なお、通知を受け取った日か
ら 2 年を経過すると時効になり、支給されなくなりますの
でご注意ください。

高額療養費の自己負担限度額について

70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

70歳から74歳の人の自己負担限度額（月額）

※	 基礎控除後の総所得金額等にあたります。	
☆	 過去12カ月間に、同一世帯での支給が4回以上あった場合は、4回目以降の限度額を超えた分が支給さ

れます。保険者の異動があった場合等は必ずしも4回目以降ではありません。

※１	 	過去 12 カ月以内に B の限度額を超えた高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額です。
※２	 	過去 12 カ月以内に限度額を超えた高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額です。	
A の限度額を適用後に B の限度額を適用します。			 

　入院したときの食事代は、診療にかかる費用とは別に、1 食当たり下記の標準負担額を自己負
担します。なお、食事代は高額療養費の対象外です。

住民税非課税世帯と低所得者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額
適用・標準負担額減額認定証」か「標準負担額減
額認定証」が必要となりますので、国保担当窓口
に申請してください。また、食事代が入院 90 日を
超えて減額となる場合には、申請が必要となります。

一般（下記以外の人） 460 円
住民税非課税世帯 90 日までの入院 210 円
低所得者Ⅱ 過去 12 か月で 90 日を超える入院 160 円
低所得者Ⅰ 100 円

◇入院したときの食事代の標準負担額（1 食当たり）

高額療養費の申請方法

入院したときの食事代

●暦月ごとの計算（月の１日～末日まで）で、同じ医療機関ごとに計算
●同じ医療機関でも医科と歯科は別計算、入院と外来も別計算
●入院したときの食事代等や差額ベッド代は対象外
※ただし、70 歳～ 74 歳の人は病院・診療所、歯科の区別なく合算。
　外来を個人ごとにまとめたあと、入院を含めて世帯内の 70 歳～
　74 歳の人で合算。

自己負担額の計算方法

No.122
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その212国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

お
客
さ
ま
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽

に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

　

①「
初
め
て
の
方 

利
用
者
登
録
」を
ク
リ
ッ
ク

　

②
使
用
す
る
端
末
か
ら「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」を
選
択

　

③
ロ
グ
イ
ン
に
使
用
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を

　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

④「
利
用
者
登
録
／
ロ
グ
イ
ン
」を
選
択

　

⑤
ご
自
身
で
設
定
し
た
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入
力

　

⑥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
し
て
読
み
取
り

　

⑦
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
が
完
了

●
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
初
回
利
用
登
録

　

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
画
面

　
　
「
注
目
の
情
報
」欄
に
あ
る

　
　
「
年
金
記
録
・
見
込
額
を
見
る（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）」を
選
択

　

②「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
／
変
更
」か
ら

　
　

登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

　

③「
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
の
配
信
希
望
」を
選
択

　

④
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
初
回
利
用
登
録
が
完
了   

の
ご
案
内

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
初
回
登
録
の
流
れ

広
報
昭
和
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

『ねんきんネット』のサービス紹介

登録方法や操作にお困りの場合は

年金記録の確認

　ご自身の国民年金の記録や、お勤
めになられた会社の履歴、標準報酬
月額、賞与額が確認できます。

各種通知書の確認

　年金振込通知書や年金額改定通知
書などの通知書が確認できます。ダ
ウンロードも可能です。

■相談チャットで確認 ■ホームページで確認

■お電話で確認（専用番号）	

「ねんきんネット」に関するよくあ
るお問い合わせに自動でお答えする
「ねんきんネット相談チャット」を
開設して、24時間いつでも対応し
ています。日本年金機構ホームペー
ジトップ画面からアクセスしてくだ
さい。

「ねんきんネット」で
　検索してください。

☎ 0570-058-555
※050から始まる電話でおかけ
　になる場合は、
☎ 03-6700-1144

受付時間
　●月～金曜日
　　午前8時30分～午後5時15分
　 （月曜日のみ午後7時00分まで）
　●第2土曜日
　　午前9時30分～午後4時00分
　　※祝日、年末年始は除く

将来の年金見込額の試算

　働きながら年金を受け取る場合
や、年金の受給開始を遅らせる場合
など、さまざまな条件に合わせた試
算ができます。

さまざまな機能

　国民年金保険料控除証明書、公的
年金の源泉徴収票などの再交付申
請、国民年金保険料免除・納付猶予
申請などの届書を簡単に作成・印刷
ができます。

電子版「ねんきん定期便」
の閲覧

　郵送でお送りする「ねんきん定期
便」と年金記録を１カ月程度早く閲
覧できます。ダウンロードも可能で
す。

マイナンバーカード
がなくてOK

　マイナンバーカードをお持ちでない
方でも「ねんきんネット」をご利用い
ただけます。詳細は日本年金機構ホー
ムページの「ねんきんネット」のページ
をご覧ください。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
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社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 300 号

【ボランティア体験事業】
　　1日（月）
　　２日（火）
　　3日（水）
　　4日（木）
　　8日（月）

【ドローン体験教室】
　　2日（火）

【SSカップボウリング大会】
　　5日（金）

【食品サンプル教室】
　　9日（火）

【ふれあい教室】
　　9日（火）　音楽療法
　18日（木）　ストレッチ
　23日（火）　3B体操
　30日（火）　脳トレ体操

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
社
会
生
活
の
利
便
性
の
向
上
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
車
両
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

申
請
手
続
き

　

①
事
前
（
最
大
１
カ
月
前
ま
で
）
に
お
電
話
で
利
用
希
望
日
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

②
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※
申
請
時
に
判
子
及
び
運
転
免
許
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

※
営
利
目
的
等
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
時
間　
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　

※
土
日
、
祝
日
に
使
用
す
る
場
合
は
、
利
用
日
前
後
の
平
日
で
の
貸
出
及
び
返
却
と
な
り

　
　

ま
す
。

　

※
車
両
の
破
損
や
故
障
、
備
品
を
紛
失
し
た
場
合
は
修
理
費
用
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
期
間　
原
則
と
し
て
３
日
間
ま
で
（
年
末
年
始
を
除
く
）

利
用
限
度　
同
一
利
用
者
に
よ
る
１
カ
月
間
の
利
用
回
数
は
４
回
ま
で

利
用
対
象
者

●
車
い
す
対
応
車
両 

… 

町
内
在
住
で
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方
又
は
介
助
者

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
両 

… 

町
内
在
住
又
は
勤
務
し
て
お
り
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
加
入
し
て
い
る
運
転
者

車
両
に
つ
い
て

●
車
い
す
対
応
車
両

　

フ
ァ
ン
カ
ー
ゴ
…
定
員
２
名 

＋ 

車
い
す
の
方
１
名
ま
で

　

シ
エ
ン
タ
（
福
祉
車
両
）
…
定
員
５
名 

＋ 

車
い
す
の
方
１
名
ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
両

　

シ
エ
ン
タ
（
普
通
車
両
）
…
定
員
７
名
ま
で

料
金　
無
料
（
有
料
道
路
や
駐
車
料
金
等
は
利
用
者
負
担
で
す
）

役
員
紹
介

当
会
理
事
・
評
議
員
の
一
部
改
選
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
役
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

8 月の社協事業
予定表

車
両
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

※各事業、事前申し込み制

会
　
長
（
理
事
）
長
瀬　

博
志

副
会
長
（
理
事
）
田
中　

憲
治

監
　
事　
　
　
　

三
井　
　

猛

監
　
事　
　
　
　

石
原　

政
信

顧
　
問　
　
　
　

塩
澤　
　

浩

顧
　
問　
　
　
　

石
原　

高
明

理
　
事

西
条
一
区　
　
　

野
澤　
　

誠

西
条
二
区　
　
　

井
口　

芳
明

　
　

〃　
　
　
　

井
口　

俊
弘

清
水
新
居　
　
　

植
竹　

由
美

西
条
新
田　
　
　

山
村　

正
之

押
　
　
越　
　
　

天
野　

静
忠

河
東
中
島　
　
　

塚
田　

栄
雄

紙
漉
阿
原　
　
　

黒
倉　

昭
栄

築
地
新
居　
　
　

河
西　
　

実

飯
　
　
喰　
　
　

堀
内　

治
彦

河
　
　
西　
　
　

秋
山　

正
巳

上
　

河
　

東　
　
　

武
井　

恒
夫

上
河
東
二
区　
　
　

浅
沼　
　

潔

評
議
員

西
条
一
区　
　

手
塚　

茂
昭

西
条
二
区　
　

藤
森　

安
男

清
水
新
居　
　

石
川　

清
隆

西
条
新
田　
　

若
尾
千
惠
利

押
　
　
越　
　

有
賀　
　

隆

河
東
中
島　
　

永
井　

昇
子

紙
漉
阿
原　
　

蒔
田　

淳
子

築
地
新
居　
　

福
田　

昭
人

飯
　
　
喰　
　

堀
内　

民
夫

河
　
　
西　
　

竹
内　
　

伸

上
　

河
　

東　
　

井
上　

章
子

上
河
東
二
区　
　

河
西　

芳
彦

民
生
委
員
児
童
委
員
代
表

　
　
　
　
　
　

中
山　

恵
子

　
　
　
　
　
　

雨
宮　

敏
明

社
会
福
祉
施
設
代
表

　
　
　
　
　
　

小
野
間
み
ほ

　
　
　
　
　
　

吉
田　

昭
雄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表

　
　
　
　
　
　

二
宮　

一
英
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放
射
線
画
像
検
査
と
被
ば
く

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

放
射
線
技
術
部
放
射
線
技
術
部
長　
相
川 

良
人　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

放
射
線
画
像
検
査
と
い
え
ば
、

Ｘ
線
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｘ
線
透

視
検
査
、
血
管
撮
影
検
査
（
血
管

内
治
療
を
含
む
）、
核
医
学
検
査

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
放
射
線
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
被
ば
く
を
伴
い

ま
す
。
被
ば
く
と
い
う
と
、
原
子
爆
弾
、
福
島
原
発

事
故
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
検
査
に
よ
る
被

ば
く
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
被
ば

く
を
す
る
と
何
ら
か
の
悪
い
影
響
が
あ
る
こ
と
を
皆

さ
ん
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
悪
い
影
響
は
、

放
射
線
量
に
依
存
し
線
量
が
大
き
く
な
る
と
、
が
ん

の
発
生
や
身
体
へ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
発
が

ん
に
つ
い
て
は
、
線
量
が
多
く
な
る
と
発
生
確
率
も

上
が
る
た
め
、
し
き
い
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。
細
胞
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
ひ
と
つ
傷
つ
い
て
も
が
ん
に
な
る
確
率
が

生
じ
る
か
ら
で
す
。
線
量
が
多
く
な
る
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
損

傷
の
確
率
が
上
が
る
→
が
ん
の
発
生
率
上
昇
と
い
う

理
屈
に
な
り
ま
す
。が
ん
以
外
の
身
体
へ
の
影
響
は
、

発
赤
、
脱
毛
、
皮
膚
障
害
、
最
悪
死
亡
な
ど
で
す
が
、

あ
る
放
射
線
量
を
超
え
な
い
と
症
状
が
起
き
な
い
し

き
い
値
が
あ
り
ま
す
。
放
射
線
検
査
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
線
量
は
、
し
き
い
値
以
下
の
線
量
で
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ
受
け
る
ほ
ど

で
は
な
い
た
め
、身
体
へ
の
影
響
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
放
射
線
検
査
で
の
被
ば
く
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
は
、
が
ん
発
生
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、職
業
被
ば
く
、

公
衆
被
ば
く
に
は
、
放
射
線
量
の
限
度
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
医
療
被
ば
く
に
は
個
人
の
線
量
限
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
医
療
で
は
、
診
療
の
た
め
に
放
射
線
の
使

用
が
不
可
欠
で
す
。
病
気
を
発
見
し
た
り
、
病
気
の

状
態
を
知
り
治
療
な
ど
に
必
要
な
情
報
を
得
た
り
す

る
こ
と
が
出
来
る
画
像
診
断
や
、
放
射
線
を
が
ん
の

病
巣
に
照
射
し
、
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
放
射
線

治
療
な
ど
、
放
射
線
診
療
で
患
者
さ
ん
は
利
益
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
職
業
被
ば
く
、
公
衆
被
ば
く

で
は
、
リ
ス
ク
の
み
で
利
益
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
放
射
線
診
療
を
行
う
前

提
と
し
て
、
医
療
被
ば
く
に
よ
る
障
害
発
生
の
可
能

性
や
危
険
性
な
ど
の
不
利
益
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
利

益
が
十
分
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
は
行
為
の
正
当
化
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
当

然
な
が
ら
、
障
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
あ
る
い
は

極
力
小
さ
く
な
る
よ
う
に
放
射
線
量
を
少
な
く
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。こ
れ
を
最
適
化
と
呼
び
ま
す
。

最
適
化
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｒ
Ｌ
ｓ
２
０
２
０
と
い
う

日
本
の
診
断
参
考
レ
ベ
ル
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
、

当
院
で
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
使
用
線
量
を
少

な
く
す
る
と
被
ば
く
は
減
る
が
、
画
像
が
劣
化
し
ま

す
の
で
、
病
気
が
描
出
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
診
療
放
射

線
技
師
の
腕
の
見
せ
所
に
な
り
ま
す
。
装
置
や
症
例

に
よ
り
、
病
気
が
描
出
可
能
な
最
も
低
い
線
量
で
検

査
を
施
行
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
安
心
し
て
放
射
線
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　電話詐欺の3つの犯行手口は、次のとおりです。注意してください。
【息子や警察官などをかたるオレオレ詐欺】
 ～ 電話の声だけで見破るのは困難！！～
　息子（娘）や孫、甥などになりすまし、「風邪を引いた。病院に行っ
た時に支払い用のカードが入ったカバンをなくした。警察から連絡
があるかも知れないから対応してほしい。」などとお金の話をせずに
電話をかけてきます。再度電話をかけてきて、「カバンは見つかった
が、カードがなかった。」「すぐに支払いをしなければならず、現金が
必要。」「現金を用意してほしい。」などとお金を要求してきます。

【「還付金があります。」は詐欺】
 ～ ATMではお金は受け取れません！！～
　市役所や金融機関職員になりすまし、「介護保険料の払い戻しが
あります。」「締め切りが過ぎています。」「今日中にATMで手続き
すれば受け取れます。」などと電話をかけてきます。近くのATMへ手
続きするよう指示し、知らないうちに第三者の口座へ振り込みを行
わせ、お金を騙し取ります。

【インターネット利用料金未納は詐欺】
 ～ ＳＭＳでの請求は詐欺！！～
　携帯電話に「ご利用料金の確認が取れておりません。本日中にご連
絡ください。」などというメッセージが届きます。あるいは、ウェブサ
イト閲覧中に突然、「登録完了」などと表示されることもあります。
慌てて相手の連絡先に電話をかけると、有料サイト登録料などの名
目で、ギフトカードや電子マネーをコンビニで購入して支払うよう
指示されます。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

電話詐欺の被害防止
〜被害の発生が懸念される3つの手口〜

○ SNSトラブルから身を守る
SNSは、近況報告や情報交換ができるなど便利な反面、安易な書き
込みからトラブルに発展したり、犯罪に巻き込まれる危険があり
ます。

○ 対策しよう！被害に遭う前に！
・ 家族間で、危険性を話し合おう！
・ 家族間で、ルールを決めよう！
・ フィルタリングを必ず利用しよう！
※フィルタリングとは、有害サイトへのアクセスを制限するサー
　ビスです。

○ 気をつけよう！こんなサイトは、見ない！書き込まない！
・アダルトサイト...................「ポルノ画像」等が掲載されています。また、
クリックすると「利用料金が発生した」として高額な利用料を請求さ
れる場合があります。
・ドラッグサイト...................「爽快感や幸福感を感じる」、「手軽に使用
できる」等をうたって、法律で規制されている薬物の情報が掲載され
ています。
・自殺サイト..............................自殺願望者や自殺に興味を持っている人な
どが集い、サイトを介して、初対面でいきなり一緒に自殺することを
誘ったりします。
・出会い系サイト...................インターネットを通じた「出会い」を仲介す
るサイトです。「児童に性行為を誘う書き込み」、「人に児童との性行
為を誘う書き込み」、「対償を供与することを示して、児童に異性交際
の相手方となるよう誘う書き込み」や「対償を受けることを示して、人
を児童との異性交際の相手方となるよう誘う書き込み」をすると、大
人でも児童でも処罰の対象となります。

インターネットを利用して
少年が犯罪に巻き込まれないために
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No.183
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
介
護

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
石
原 

政
信
（
西
条
二
区
）　

No.214

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

あ
ら
た
め
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

あ
ら
た
め
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、「
仕
事
と
生
活
の

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、「
仕
事
と
生
活
の

調
和
」
の
こ
と
で
、
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生

調
和
」
の
こ
と
で
、
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生

活
に
お
け
る
子
育
て
、
趣
味
、
介
護
、
地
域
活

活
に
お
け
る
子
育
て
、
趣
味
、
介
護
、
地
域
活

動
、
家
庭
、
自
己
啓
発
等
の
両
方
を
充
実
さ
せ

動
、
家
庭
、
自
己
啓
発
等
の
両
方
を
充
実
さ
せ

る
働
き
方
、
生
き
方
の
こ
と
。
ま
た
、
子
育
て

る
働
き
方
、
生
き
方
の
こ
と
。
ま
た
、
子
育
て

期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
個
人
の
状
況

ス
テ
ー
ジ
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
個
人
の
状
況

に
応
じ
て
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
を
選
択
・

に
応
じ
て
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
を
選
択
・

実
現
で
き
る
社
会
と
の
こ
と
で
す
。

実
現
で
き
る
社
会
と
の
こ
と
で
す
。

　

先
日
、友
人
が「
親
が
要
介
護
認
定
３
に
な
っ

　

先
日
、友
人
が「
親
が
要
介
護
認
定
３
に
な
っ

て
し
ま
い
、
施
設
に
入
所
す
る
ま
で
仕
事
を
休

て
し
ま
い
、
施
設
に
入
所
す
る
ま
で
仕
事
を
休

む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。」
と
話
し
て
い
ま
し

む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
た
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
と
、

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
と
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い

い
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
育
児
・
介
護
休
業
法
に

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
育
児
・
介
護
休
業
法
に

は
、
介
護
休
業
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
し
、

は
、
介
護
休
業
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
し
、

就
業
規
則
に
介
護
規
定
が
あ
る
職
場
も
多
い
と

就
業
規
則
に
介
護
規
定
が
あ
る
職
場
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
職
場
内
で
取
得
し
た
人
は
い
な

思
い
ま
す
が
、
職
場
内
で
取
得
し
た
人
は
い
な

い
と
い
う
所
が
多
数
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
と
い
う
所
が
多
数
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
介
護
は
終
わ
り
の
な
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に

　
「
介
護
は
終
わ
り
の
な
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に

迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
。
人
に
話

迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
。
人
に
話

し
た
く
な
い
、
話
し
づ
ら
い
。」
と
い
っ
た
声

し
た
く
な
い
、
話
し
づ
ら
い
。」
と
い
っ
た
声

も
聞
き
ま
す
。
介
護
者
の
介
護
う
つ
や
、
老

も
聞
き
ま
す
。
介
護
者
の
介
護
う
つ
や
、
老

老
介
護
の
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
世
帯

老
介
護
の
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
世
帯

主
が
主
が
7575
歳
以
上
の
世
帯
数
は
、
２
０
１
０
年
は

歳
以
上
の
世
帯
数
は
、
２
０
１
０
年
は

７
３
０
万
８
千
世
帯
で
し
た
が
、
２
０
３
５
年

７
３
０
万
８
千
世
帯
で
し
た
が
、
２
０
３
５
年

に
は
１
１
７
３
万
６
千
世
帯
と
な
り
、

に
は
１
１
７
３
万
６
千
世
帯
と
な
り
、
6060
・６・６
％％

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
推

　

高
齢
者
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
推

計
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
き
た
こ
と

計
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
す
が
、
介
護
者
側
の
家
族
構
成
の
変
化
は
想

で
す
が
、
介
護
者
側
の
家
族
構
成
の
変
化
は
想

定
外
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
っ
子

定
外
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
っ
子

や
単
身
者
が
増
え
、
介
護
を
分
担
で
き
る
パ
ー

や
単
身
者
が
増
え
、
介
護
を
分
担
で
き
る
パ
ー

ト
ナ
ー
が
い
な
い
人
も
多
い
中
、
誰
も
が
直
面

ト
ナ
ー
が
い
な
い
人
も
多
い
中
、
誰
も
が
直
面

す
る
可
能
性
の
あ
る
介
護
の
問
題
に
備
え
る
た

す
る
可
能
性
の
あ
る
介
護
の
問
題
に
備
え
る
た

め
に
も
、「
介
護
で
休
む
」
と
い
う
働
き
方
が

め
に
も
、「
介
護
で
休
む
」
と
い
う
働
き
方
が

当
た
り
前
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
た
り
前
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　昭和町母子愛育会は令和3年度に創立60周年を迎え、子ど
もの事故防止冊子を作成いたしまた。令和4年度はこの冊子を
使って昭和町のお子さまの成長を見守り支援していくための
活動も活発に行っていきたいと思います。
　今回は、その内容の一部をご紹介いたします。

Ⅰ.ハッとヒヤッと体験談　　　　　　　　　   
　年齢別に、事故が起きやすい場所ごとの体験談を掲載して
います。きょうだいや自宅外でのハッとヒヤッと体験や、まわ
りの人が気づいたこと
もアンケートに書いて頂
き、それをまとめました。
　また、アンケートから
見えてきた気づきや、保
健師からのアドバイスも
掲載しています。

　昭和町に住む子育て中のご家庭には、4カ月・10カ月の乳児健診でお渡ししています。また、その他の年次の方にも幼児健診などに、
ご自由にお取りいただけるように会場に置いてあります。
　昭和町ファミリーサポート（総合会館2階）にも置いてあります。ただし、お渡しできる数に限りがありますことをご了承ください。

昭和町母子愛育会創立60年記念子どもの事故防止冊子

Ⅱ.いざというときの豆知識　　　　　　　　
★「こんなところに気をつけよう！」 

室内の事故が多い場所
★「子どもの危険を感じてみよう」 

チャイルドマウスやチャイルドビ
ジョンの紹介

★「もしも！に役立つ保健師のお話」
★昭和町医療機関・子ども医療電話

相談＃8000
　の情報も掲載しています。

この冊子をご希望の方は …

＃子育てハッとヒヤッと
～うちにもあった あんなこと こんなこと～
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INFORMATION CORNER INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
①
８
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
８
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間
【
平
日
の
み
】

　
①
８
月
１
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）

　
②
８
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
８
月
18
日
（
木
）

　

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
８
月
８
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
10
月
16
日
（
日
）

　
（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12

月
は
第
３
木
曜
日
、
６
月
、10
月
、

２
月
は
第
３
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　

内
閣
府
と
防
災
推
進
協
議
会
で

は
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
知
識

の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

自
然
災
害
を
対
象
と
し
た
「
防
災
」

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
作
品

　
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
台
風
、

豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
を

対
象
と
し
た
「
防
災
」
に
関
す
る

も
の
。

　
※
火
災
・
事
故
な
ど
は
除
く

募
集
部
門
（
５
部
門
）

　
①
幼
児
・
小
学
１・
２
年
生
の
部

　
②
小
学
３
～
５
年
生
の
部

　
③
小
学
６
年
生
・
中
学
１
年
生
の
部

　
④
中
学
２・
３
年
生
の
部

　
⑤
高
校
生
・
一
般
の
部

応
募
期
間

　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

（
当
日
発
送
分
ま
で
）

作
品
の
宛
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
１
６
０
‐
０
０
０
４

　
東
京
都
新
宿
区
四
谷
４-

34-

１

新
宿
御
苑
前
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
８
階

　
「
第
38
回
防
災
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
」

　
　
　
（
㈱
オ
ー
エ
ム
シ
ー
内
）
宛

（
☎
０
３
‐
５
３
６
２
‐
０
１
１
４
）

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
5
時

※
作
品
は
内
閣
府
に
送
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
要
領

https://w
w

w
.bousai.go.jp/

kyoiku/poster/38poscon.
htm

l

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

◎
介
護
・
家
事
援
助
の
た
め
の
整
理

収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習
会

　
（
※
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
）

日
時

　
９
月
６
日
（
火
）・
７
日
（
水
）

　
　
　
８
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
富
士
吉
田
市
内

対
象
・
要
件

　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー
登

録
を
さ
れ
る
方（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
12
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
８
月
18
日
（
木
）

受
講
料　
無
料

◎
植
木
剪
定
・
刈
払
機
安
全
講
習
会

（
※
刈
払
機
取
扱
作
業
者
資
格
を

取
得
で
き
ま
す
）

日
時

　
９
月
12
日
（
月
）・
13
日
（
火
）

　
　
　
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
中
央
市「
シ
ル
ク
の
里
公
園
」

対
象
・
要
件

　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー
登

録
を
さ
れ
る
方（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
８
月
12
日
（
金
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　

検
察
庁
の
組
織
や
役
割
に
つ
い

て
、
検
察
庁
職
員
が
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

内
容

　
①
業
務
説
明

　
②
庁
舎
内
見
学

　
③
広
報
用
D
Ｖ
Ｄ
の
上
映

日
時

　
土
日
・
祝
日
・
12
月
28
日
～
１
月

４
日
を
除
く
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
の
間
で
２
時
間

以
内
で
実
施　
※
要
予
約

対
象
者

　
小
学
生
以
上　
１
～
20
人

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
検
察
庁

　
　
企
画
調
査
課　
広
報
担
当

（
☎
２
３
５
‐
７
２
３
４
）

（
FAX
２
２
８
‐
９
７
３
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
38
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

甲
府
地
方
検
察
庁
事
業
説
明
会
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昭
和
町
・
中
央
市
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時　
９
月
２
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
昭
和
町
役
場 

別
棟
会
議
室

　
　
　
（
役
場
庁
舎
裏
側 

２
階
）

内
容　
名
誉
・
差
別
・
い
じ
め
等
の

　
　
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を

養
育
す
る
父
親
ま
た
は
母
親
や
、
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
お
子
さ
ん
を
養

育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

受
給
資
格

　
身
体
や
精
神
に
重
度
、
ま
た
は
中

程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等

１
級
…
身
体
障
害
者
手
帳
「
１
級
」

　
　
　
「
２
級
」と
療
育
手
帳「
Ａ
」、

　
　
　
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
の

　
　
　
障
害
を
有
す
る
お
子
さ
ん

２
級
…
身
体
障
害
者
手
帳
「
３
級
」

　
　
　
の
一
部
、「
４
級
」
の
一
部
、

　
　
　
療
育
手
帳
の「
Ｂ
」の
一
部
、

　
　
　
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
の

　
　
　
障
害
を
有
す
る
お
子
さ
ん

手
当
の
額

１
級
…
障
害
児
1
人
に
つ
き

　
　
　
５
万
２
４
０
０
円
（
月
額
）

２
級
…
障
害
児
1
人
に
つ
き

　
　
　
３
万
４
９
０
０
円
（
月
額
）

　

手
当
は
、
１
年
に
３
回
、
４
月

(

12
～
３
月
分
）、
８
月
（
４
～
７

月
分
）、
11
月
（
８
～
11
月
分
）
に

支
給
と
な
り
ま
す
。

手
続
き

　
役
場
福
祉
介
護
課（
町
総
合
会
館
）

の
窓
口
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

　
次
の
方
は
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
お
子
さ
ん
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き

・
お
子
さ
ん
が
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
・
受
給
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
等

の
所
得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ
る

と
き

◎
現
況
届
け
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
家

庭
の
状
況
を
届
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
届
出
を
し
な
い
と
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
８
月
12
日（
金
）～
９
月
12
日（
月
）

　
〔
平
日
の
み
〕

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所

　
福
祉
介
護
課
（
町
総
合
会
館
内
）

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
介
護
課　
障
害
福
祉
係

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

日
時　
８
月
31
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
３
階

　
　
　
大
会
議
室

　
　
　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
44
）

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
０
０
０
円

受
付
期
間

　
８
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

　
※
祝
日
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
（
甲

府
市
伊
勢
３
‐
８
‐
23
）
に
来
庁
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
、
開
催
し
ま
す
。

申
込
書

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
及
び

管
内
各
消
防
署
に
準
備
し
て
あ
る

他
、
当
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
査
察
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。 INFORMATION CORNER

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

押
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

押
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

押
原
ミ
ニ
バ
ス
は
、
町
内
３
小
学
校
の
女
子
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

週
３
回
押
原
小
体
育
館
で
み
ん
な
楽
し
く
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

押
原
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
こ
と
で
試
合

に
勝
つ
喜
び
、負
け
る
悔
し
さ
、仲
間
と
の
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

体
力
、
集
中
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
押
原
小
体
育
館
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
待
っ
て

ま
す
！
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
し
て
、扉
全
開
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275-8641）

○練習日　　火・金曜日　午後 6時 30分～ 8時 30分
　　　　　　土曜日　　　午前 9時～正午
○練習場所　押原小学校　体育館

一緒にバスケをやりましょう ‼

第
15
回
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

昭
和
町
・
中
央
市

合
同
特
設
人
権
相
談

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

た
め
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

　
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
映
画
館

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
貸
し
切
っ
て
鑑
賞

会
を
行
い
ま
す
。

　
迫
力
の
あ
る
作
品
を
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
28
日
（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
午
後
０
時
30
分
ま
で

当
日
受
付

　
午
前
８
時
30
分
～
９
時
25
分

※
映
画
館
ロ
ビ
ー
に
て
受
付

場
所　

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
甲
府

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
２
階
）

内
容

　
①
作
品
「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」

　
②
抽
選
会

対
象　
町
内
在
住
の
55
歳
以
上
の
方

　
　
　
約
60
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
マ
ス
ク
着
用
、
お
名
前
・

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

申
込
受
付
開
始

　
８
月
８
日
（
月
）
午
後
０
時
30
分
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
ま
た
は
代
表
者
が
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
は
１
度
に
つ
き
１
～
２
名

（
夫
婦
・
知
人
友
人
等
）
ま
で
と

し
ま
す
。

※
夫
婦
で
申
込
の
場
合
は
隣
合
う
席
と

な
り
ま
す
が
、
知
人
友
人
の
場
合
は

違
う
席
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
座
席
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に
く

じ
で
決
定
し
ま
す
。

注
意
事
項

※
当
日
の
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
前
日
、
数
日
前
か
ら
発
熱
等

症
状
が
あ
る
場
合
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
着
用
及
び
手
指
消
毒
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
必
要
以
外
の
会
話
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

※
入
館
、
退
館
は
速
や
か
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
館
内
は
個
人
持
ち
の
食
べ
物
、
飲

み
物
は
禁
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
実
施
の

た
め
、
館
内
販
売
の
飲
み
物
の
み

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
食
べ
物
の

購
入
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
甲
府
ス
タ
ッ

フ
及
び
社
協
職
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
は
申
し

込
み
分
の
鑑
賞
料
金
を
請
求
致
し

ま
す
。

※
本
事
業
は
社
協
主
催
で
す
。
申
し

込
み
の
際
、
く
れ
ぐ
れ
も
町
役
場

へ
の
ご
連
絡
は
お
控
え
く
だ
さ

い
。
町
役
場
へ
電
話
い
た
だ
い
て

も
、
社
協
へ
電
話
を
繋
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
込
当
日

は
社
協
へ
の
電
話
が
大
変
つ
な
が

り
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
の
日
程

　
8
日
（
木
）
脳
ト
レ
体
操

　
15
日
（
木
）
音
楽
療
法

　
22
日
（
木
）
リ
ン
パ
体
操

（
※
足
裏
健
康
体
操

か
ら
名
称
変
更
）

　
29
日
（
木
）
目
で
脳
を
ス
ッ
キ
リ

（
眼
球
運
動
で
脳
を

活
性
化
さ
せ
ま
す
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
中
央
公
民
館　
講
堂

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
25
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
マ
ス
ク　
②
室
内
用
運

動
靴　
③
蓋
の
で
き
る
飲
み
物

参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
８
月
24
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　
参
加
希
望
の
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
す
る
教
室
の
開
催
日
よ
り
２

週
間
前
か
ら
の
体
調
や
感
染
者
と

の
接
触
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

INFORMATION CORNER

ふ
れ
あ
い
教
室 

９
月
の
ご
案
内

55
キ
ネ
マ
映
画
鑑
賞
会

よ
べ
雨
も
親
方
日
和
五
月
晴

ラ
ン
ド
セ
ル
も
傘
も
黄
色
や
菜
種
梅
雨

井
口　

康
行

い
さ
か
え
る
夜
の
虚
ろ
や
落
し
文

桑
の
実
や
片
開
き
し
て
蔵
の
窓

小
澤
百
合
子

カ
ー
テ
ン
の
涼
風
受
け
て
句
を
案
ず

梅
雨
暑
し
母
を
案
じ
て
く
る
電
話

深
沢
モ
ト
子

積
み
石
の
透
き
間
に
根
は
る
ど
く
だ
み
草

そ
そ
と
咲
く
空
家
跡
地
の
矢
車
草

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

広報昭和 令和４年 8 月号   22



INFORMATION CORNER
　
山
梨
県
警
察
で
は
、
令
和
５
年
４

月
採
用
の
警
察
官
採
用
試
験
（
秋
季

試
験
第
２
回
目
）
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
種
目
・
採
用
予
定
人
員

①
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
程
度
）

	

男
性　
　
　
　
　
７
名
程
度

	

男
性
／
武
道　
　

２
名
程
度

	

女
性　
　
　
　
　
１
名
程
度

	

女
性
／
武
道　
　

２
名
程
度

②
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
業
程
度
）

	

男
性　
　
　
　
　
18
名
程
度

	

女
性　
　
　
　
　
６
名
程
度

　
※
い
ず
れ
も
令
和
５
年
４
月
採
用

受
付
期
間

　
８
月
19
日
（
金
）
ま
で

　

※
電
子
申
請
は
８
月
15
日
（
月
）

　
ま
で

第
１
次
試
験
日

　
９
月
18
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
・
採
用
試
験
案
内
請
求
先

・
南
甲
府
警
察
署

　
（
☎
２
４
３
‐
０
１
１
０
）

・
山
梨
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http
s

：//w
w

w
.p

ref.
yam

anashi.jp/police

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
家

庭
や
職
場
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄

り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体

や
個
人
を
支
援
す
る
活
動
と
し
て
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
食
料
は
町
内

で
生
活
に
お
困
り
の
世
帯
へ
食
料
支

援
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
8
月
19
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

収
集
場
所
・
時
間

・
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
甲
府
昭
和

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭
和
店 

※
各
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

付
近
に
て
実
施

※
収
集
受
付
時
間
は
、
各
店
舗
の
営

業
時
間
内
に
な
り
ま
す
。

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

○
米 

○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

○
調
味
料
各
種
、
○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
10
月
28
日
以
降
の
も
の
で

未
開
封
の
も
の
。
米
は
、も
み
、玄
米
、

白
米
の
い
ず
れ
か
で
令
和
２
年
度
産

以
降
の
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」
で
は
、
次

の
日
程
で
れ
ん
げ
会
と
家
族
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
れ
ん
げ
会

日
時　
８
月
27
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

　
　
　
多
目
的
室
１
‐
５

内
容　
防
災
学
習
会

対
象

　
中
央
市
・
昭
和
町
内
在
住
の
障
が

い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る

方
、
難
病
認
定
さ
れ
て
い
る
方

定
員　
10
名
程
度
（
予
約
制
）

◆
家
族
学
習
会

日
時　
９
月
10
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

　
　
　
多
目
的
室
１
‐
５

内
容

　
お
子
さ
ん
が
卒
業
後
、
ど
の
よ
う

な
働
き
方
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
を
、

当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
専
門
員
が

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
支
援
を
受
け
な
が

ら
就
労
を
し
て
い
る
当
事
者
の
方
を

お
招
き
し
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

対
象

　

中
央
市
・
昭
和
町
に
お
住
い
で
、

地
域
の
小
中
学
校
・
高
等
学
校
・
専

門
学
校
に
通
わ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん

の
保
護
者

定
員　
30
名
程
度
（
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

（
FAX
２
７
４
‐
１
１
０
３
）

メ
ー
ル

　

chuo-show
a-soudan

　

@
city.chuo.yam

anashi.jp

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

防災一口メモ　　防災一口メモ総合版ができました！
　女性防災ネット昭和は設立 10 周年記念として、昭和町広
報に掲載してきた「防災一口メモ」をコンパクトにまとめ
た冊子を作成しました。この 10 年間に国内外で様々な災
害があり、そのたびに防災の方法や人々の防災意識が変化
してきたことが感じられます。しかし、自助の基本である 

【自分の命は自分で守る】ことは変わることがありません。
「自助＝自分の命を守る」行動の参考になればと思います。
数に限りがありますので、防災講座の折に使用する予定で
す。防災講座をご希望の方は、昭和町社会福祉協議会へご
連絡ください。 女性防災ネット昭和

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　６月は、先月と比較すると
全体の収集量は 21t 減の346t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 3 ㎏減の
37 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

6月5月4月3月2月1月12月

41

34

38

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

れ
ん
げ
会
、
家
族
学
習
会
の

お
知
ら
せ

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 6 月分の医療費は、
約 8,796 万 6 千 円（ 前 年
同月比 5.60% の増）です。
　9 月 12 日 に 追 加 の 健
康診断があります。申し
込 み は 8 月 26 日 ま で で
す。受けられなった方は、
この機会に受診して年に
一度の体チェックをしま
しょう ! !

23   広報昭和 No.538



発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

昭和に住み始めて、こんなにかわいい
娘を授かりました！
すくすく元気に育ちますように！

令和 3 年 8 月 8 日生（女の子）
（父）ゆうきさん（母）葵さん（西条新田）

佐藤 燈
あかり

 ちゃん

（父）秀一郎さん（母）香織さん（河西）

中嶋 日
ひ な の

菜乃 ちゃん・ 遥
は る と

斗 くん

パパとママの宝物♡
これからも 2 人仲良くすくすく育ってね！

令和元年 10 月 4 日生
（男の子）

令和 3 年 8 月 28 日生
（女の子）

あとがき
　

青
空
に
大
き
な
入
道
雲
。
夏
真
っ
盛
り
で
す
ね
。

町
内
の
学
校
で
は
プ
ー
ル
の
授
業
も
始
ま
り
、
い
つ

も
の
夏
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
町
で

は
３
活
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
活
力

あ
る
暮
ら
し
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
表
紙
は
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
甲
府
地
区

支
部
消
防
団
員
総
合
訓
練
大
会
で
す
。
「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
本
業
の
傍
ら
消

防
防
災
活
動
に
取
り
組
む
消
防
団
。
日
ご
ろ
の
訓
練
を

物
語
る
節
度
あ
る
操
法
に
、
伝
統
あ
る
昭
和
町
消
防
団

の
凛
と
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　園では次のような食育活動に取
り組んでいます。

　今回は、暑い日にピッタリな 
「オレンジババロア」を紹介しま
す。混ぜて冷やし固めるだけのと
ても簡単なおやつです。オレンジ
ジュースのさっぱりとした味で子
どもたちにも人気なおやつです。

「食・触・植・色」を
大切にした食育活動

オレンジババロア

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	ゼラチンを水に振り入れておきます。
②	鍋にオレンジジュースと牛乳と生クリーム、

①を入れて弱火にかけます。
③	②が溶けたらてんさい糖を加えます。
④	③が溶けたら火を止め、粗熱をとります。
⑤	カップに流し込み、冷やします。固まったらみ

かん缶をのせます。

◆ 材料（４人分）
・100％オレンジジュース

 ……… 230ml　
・牛乳 ………… 100ml
・生クリーム … 40ml
・ゼラチン …… 5g
・水 …………… 少々

・てんさい糖 … 20g
　（上白糖の場合は17g）
・みかん缶 … お好みで 体を動かしお腹をすかせて

おいしく食べる。

旬の食材に丸ごと触れる。

ピーマンやラディッシュ、
オクラ、枝豆などの野菜を
育てて、食べ物の大切さを
学ぶ。

子どもたちが食べたくなる
ような、彩り豊かな献立や
盛付を意識する。

食

色

植
触

～ 今月は
「上河東保育園、
 第二上河東保育園」さん
　からのレシピです ～
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